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姥

昭
和
三
十
二
年
三
月

昭
和
三
十
二
年
四
月

昭
和
三
十
五
年
四
月

昭
和
三
十
七
年
三
月

昭
和
三
十
七
年
四
月

昭
和
三
十
九
年
三
月

昭
和
三
十
九
年
四
月

昭

和

四

十

年

三

月

昭

和

四

十

年

四

月

昭

和

四

十

年

九

月

昭
和
四
十
三
年
四
月

昭
和
四
十
六
年
四
月

昭
和
五
十
二
年
九
月

昭
和
五
十
五
年
四
月 原

啓

教

授

略

歴

宮
崎
県
立
宮
崎
大
宮
高
等
学
校
卒
業

九
州
大
学
文
学
部
文
学
科
（
英
文
学
専
攻
）
入
学

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
オ
ハ
イ
オ
州
、
ト
レ
ー
ド
！
大
学
に
留
学
（
三
十
六
年
三
月
ま
で
）

九
州
大
学
文
学
部
文
学
科
卒
業

九
州
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
（
英
文
学
専
攻
〉
修
士
課
程
入
学

同

修

了

九
州
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
（
英
文
学
専
攻
）
博
士
課
程
入
学

問

中

退

九
州
大
学
講
師
（
教
養
部
）

イ
ギ
リ
ス
、
パ

l
ミ
ン
ガ
ム
大
学
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
研
究
所
に
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
カ
ウ
ン
シ
ル
奨
学
生

と
し
て
留
学
。
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
を
中
心
に
エ
リ
ザ
ベ
ス
朝
劇
を
研
究
（
四
十
一
年
八
月
ま
で
）

九
州
大
学
助
教
授
（
教
養
部
）

九
州
大
学
文
学
部
に
配
置
変
え
、
英
語
学
・
英
文
学
第
二
講
座
勤
務

ア
メ
リ
カ
合
衆
，
園
、
ハ
！
ヴ
ァ

l
ド
大
学
エ
ン
チ
ン
研
究
所
に
お
い
て
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
を
中
心
に
エ
リ

ザ
ベ
ス
朝
劇
を
研
究
（
五
十
三
年
八
月
ま
で
）

九
州
大
学
文
学
部
英
語
学
・
英
文
学
第
二
講
座
担
当



同

九
州
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
指
導
教
宮

昭
和
五
十
七
年
一
月
九
州
大
学
教
授
（
文
学
部
）

昭
和
五
十
七
年
八
月
三
日
逝
去
、
行
年
四
十
四
歳
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シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
に
お
け
る
秩
序
の
問
題

ハ
ム
レ
ッ
ト
の
苦
闘

i

第
三
独
自
に
関
す
る
覚
書

ジ
ョ
ン
・
ベ
イ
ル
の
同

g
h
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s

ー
主
題
と
構
造

↓F
O
開
口
開
口
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司

o
z
t
s－
冨
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s
z
q

zg〉

haミ
b
n
g
S
H
O
モ
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札

N
H
m
w
h
N
k
q
b

変
化
す
る
シ

l
ザ
l
の
イ
メ
ー
ジ

ブ
ル

i
タ
ス
に
お
け
る

悲
劇
的
ア
イ
ロ
ニ
ー

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
に
お
け
る
沈
黙

ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
の
暖
昧
性

フ
ァ

l
デ
ィ
ナ
ン
ド
の
狂
気
｜
『
マ
ル
フ

ィ
公
爵
夫
人
』
に
関
す
る
覚
書

宮
0
3
－5
位。ロ

5
4『
0σω
件。吋

シ
i
ザ
！
と
ブ
ル
ー
タ
ス

ー
性
格
と
演
技
を
め
ぐ
っ
て
｜

「
英
語
英
文
学
論
叢
」
（
九
大
教
養
部
）
第
十
七
集

「
英
文
学
研
究
」
（
日
本
英
文
学
会
）
第
四
十
四
巻
二
号

「
英
語
青
年
」
（
研
究
社
）

二
十
四
巻
九
号

「
前
川
俊
一
教
授
還
暦
記
念
論
文
集

（
英
宝
社
）

「
英
語
英
文
学
論
叢
」
（
九
大
教
養
部
）
第
十
九
集

「
英
文
学
研
究
い
（
日
本
英
文
学
会
）
第
四
十
七
巻
二
号

「
文
学
研
究
」
（
九
大
文
学
部
）
第
七
十
輯

「
文
学
研
究
」
（
九
大
文
学
部
）
第
七
十
一
輯

「
英
語
青
年
」
（
研
究
社
）
百
二
十
巻
十
一
号

「
文
学
研
究
」
（
九
大
文
学
部
）
第
七
十
二
輯

「
文
学
研
究
」
（
九
大
文
学
部
）
第
七
十
三
輯

「
文
学
研
究
」
（
九
大
文
学
部
）
第
七
十
四
輯

「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
演
劇
的
風
土
」
（
研
究
社
）

昭
和
四
十
二
年
二
月

昭
和
四
十
三
年
三
月

昭
和
四
十
三
年
九
月

昭
和
四
十
三
年
十
二
月

昭
和
四
十
四
年
三
月

昭
和
四
十
六
年
三
月

昭
和
四
十
八
年
三
月

昭
和
四
十
九
年
三
月

昭

和

五

十

年

二

月

昭

和

五

十

年

三

月

昭
和
五
十
一
年
三
月

昭
和
五
十
二
年
三
月

昭
和
五
十
二
年
九
月



シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
人
間
像

ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
に
お
け
る
エ
ロ
ス
の
完
成

同
旬
、
お
司
、
い
て
同
で
に
お
け
る
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

の
手
法

l
叶
包

σ♀
と
』
。
ωロ
を
中
心
に

「
文
学
の
中
の
人
間
像
」
（
九
州
大
学
出
版
会
）

「
英
語
青
年
」
（
研
究
社
）
百
二
十
六
巻
九
号

「
文
学
研
究
」
（
九
大
文
学
部
）
第
七
十
九
輯

昭
和
五
十
五
年
四
月

昭
和
五
十
五
年
十
二
月

昭
和
五
十
七
年
三
月



能
原
教
授
の
こ
と

大

江

郎

姥
原
啓
教
授
は
昭
和
五
十
七
年
八
月
三
日
夜
、

四
十
四
歳
の
若
さ
で
こ
の
世
を
去
ら
れ
た
。
元
田
教
授
の
逝
去
以
来
空
席
で
あ
っ
た
英

語
学
・
英
文
学
第
二
講
座
の
教
授
に
就
任
さ
れ
、
今
後
教
室
の
運
営
に
二
人
で
力
を
合
わ
せ
て
当
た
っ
て
行
乙
う
と
思
っ
て
い
た
矢
先
の

乙
と
で
あ
り
、
私
に
と
っ
て
も
ま
た
教
室
全
体
に
と
っ
て
も
そ
の
衝
撃
は
非
常
に
大
き
か
っ
た
。

姥
原
教
授
は
学
生
時
代
か
ら
一
貫
し
て
エ
リ
ザ
ベ
ス
朝
詩
劇
、
と
り
わ
け
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
研
究
に
集
中
し
て
来
ら
れ
た
。
シ
ェ
イ

ク
ス
ピ
ア
の
劇
で
は
悲
劇
、
喜
劇
、
史
劇
す
べ
て
に
綿
密
な
分
析
の
光
を
当
て
で
来
ら
れ
た
。
そ
の
興
味
は
劇
中
の
人
物
の
性
格
や
心
理

か
ら
劇
の
効
果
に
及
び
、
新
し
さ
を
街
わ
な
い
着
実
な
研
究
態
度
に
よ
っ
て
我
が
国
の
数
多
い
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
研
究
者
の
注
目
と
尊
敬

を
集
め
て
い
た
。
ま
た
、
同
教
授
は
劇
の
上
演
技
巧
に
も
深
い
関
心
を
も
っ
て
お
り
、
そ
の
歴
史
的
変
遷
と
い
う
学
問
的
課
題
に
取
り
組

む
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
っ
た
が
、

チ
ャ
ン
ス
の
あ
る
限
り
特
に
本
場
イ
ギ
リ
ス
の
劇
団
に
よ
る
上
演
を
見
て
、

い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
啓

蒙
的
な
解
説
を
発
表
し
て
来
ら
れ
た
。
お
元
気
で
あ
れ
ば
今
ご
ろ
は
乙
れ
ま
で
の
研
究
の
集
大
成
を
世
に
問
う
て
お
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ

う
。
日
本
の
英
文
学
界
は
ま
こ
と
に
惜
し
い
人
を
な
く
し
た
と
思
う
。

姥
原
教
授
に
関
連
し
て
も
う
一
つ
忘
れ
て
な
ら
な
い
こ
と
は
、
同
氏
の
す
ば
ら
し
い
英
語
の
運
用
能
力
で
あ
っ
た
。
名
門
の
高
校
を
卒

業
し
た
と
は
い
え
、
な
ん
と
い
っ
て
も
地
方
で
あ
る
。
高
校
時
代
に
英
米
人
の
直
接
の
指
導
を
受
け
る
と
と
は
も
と
よ
り
、

そ
の
な
ま
の

発
音
を
聞
く
機
会
す
ら
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
れ
だ
け
に
、

乙
の
人
の
能
力
は
や
は
り
天
性
の
も
の
だ
っ
た
と



考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
大
学
学
部
在
学
中
に
同
氏
の
抜
群
の
英
語
力
を
認
め
た
ア
メ
リ
カ
人
の
先
生
が
一
切
の
保
証
責
任
を
と
ら
れ
、

ア

メ
リ
カ
に
留
学
さ
せ
た
。
こ
れ
は
異
例
の
と
と
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
も
、
非
常
に
困
難
な
試
験
を
経
て
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
研
究
の
た
め

の
最
高
の
場
所
で
あ
る
英
米
の
大
学
、
研
究
施
設
で
研
究
を
積
ま
れ
た
。
昭
和
五
十
二
年
国
連
大
学
長
が
九
州
大
学
を
訪
問
さ
れ
た
時
の

講
演
の
す
ば
ら
し
い
通
訳
，
ぷ
り
は
ま
さ
に
驚
異
と
い
う
ほ
か
な
か
っ
た
。

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
口
数
の
多
い
方
で
は
な
く
、
学
生
に
対
し
て
も
し
ば
し
ば
厳
し
い
態
度
で
研
究
指
導
に
当
た
ら
れ
た
よ
う
だ
が
、

そ
の
こ
と
が
か
え
っ
て
学
生
の
強
い
信
望
を
集
め
て
い
た
。
根
は
や
さ
し
い
人
で
、
人
な
つ
っ
こ
い
笑
み
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
平
凡
な

表
現
し
か
で
き
ず
心
苦
し
い
が
、

姥
原
教
授
の
よ
う
な
研
究
者
と
し
て
も
英
語
教
育
者
と
し
て
も
す
ぐ
れ
た
資
質
を
有
し
た
人
を
、

こ
の

若
さ
で
失
っ
た
こ
と
は
た
だ
た
だ
残
念
で
あ
る
と
い
う
ほ
か
な
い
。
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